



























施設名 研修（調査）実施時期 研修参加介護職員の属性 研修参加者数
A 施設 2018 年 10 月下旬～ 11 月上旬 介護職員（ユニットリーダー） 12 人
B 施設 2018 年 11 月下旬～ 12 月上旬 介護職員（混在） 15 人
C 施設 2019 年 2 月中旬 介護職員（ユニットリーダー） 11 人
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３ 結果
1）	プログラム全体を通した受講者の満足度および虐待予防効果に関する主観的評価
 　本プログラムを用いた研修に参加した介護職員の総数は 38 名であったが、業務等の都合により、プログラ
ム②の際に最後まで参加できなくなってしまった参加者が 3 名いたため、プログラム全体を通しての【満足度】
および【虐待予防効果】に関する調査の実施対象者の総数は 35 名であった。この調査項目に関する有効回答
数は、35 名中 30 名 (85.7%) であった。








 　プログラム①に関するアンケ トーの有効回答数は 37（97.3％）であった。
 　【満足度】に関しては、「満足」が 62.2％、「まあ満足」が 35.1％、「どちらともいえない」が 2.7％となっており、
下位選択肢を選択した者はおらず、【施設の虐待誘発要因および抑止要素を構造化する必要性】についても、 
「必要性を感じた」が 62.2％、「まあ必要性を感じた」が 35.1％、「どちらともいえない」が 2.7％であり下位選
択肢選択者はいなかった。
 　また、【意識の変化】に関しては、「あった」が 64.9%、「まああった」が 32.4%、「どちらともいえない」が 2.7%、
【虐待予防効果】に関しては、「効果がある」が 46.0%、「まあ効果がある」が 40.5%、「どちらともいえない」
が 13.5％となっており、下位の選択肢を選択した者はいなかった。
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図 3　プログラム①「虐待抑止要因構造化プログラム」のアンケ トー結果
３）	プログラム②「不適切ケアの再認識プログラム」に関する調査結果（図４）
 　プログラム②に最後まで参加した受講者は、3 施設合計で 35 名であり、調査に協力してくれた受講者は 32
名（91.4％）であった。
 　【満足度】（有効回答数 30）に関しては、「満足」が 46.7％、「まあ満足」が 46.7％、「どちらともいえない」
が 3.3％、「やや不満」が 3.3％となっていた。また、【不適切ケアの明確化】（有効回答数 31）については、「で
きた」が 32.25％、「まあできた」が 61.3％、「あまりできなかった」が 6.45％、【施設における不適切ケアの構
造に関する理解】（有効回答数 31）に関しては、「理解できた」が 48.4％、「まあ理解できた」が 41.9％、「ど
ちらともいえない」が 9.7％となっていた。
 　また、【意識の変化】に関しては、「あった」が 62.5%、「まああった」が 25.0%、「どちらともいえない」が
12.5%、【虐待予防効果】に関しては、「効果がある」が 40.63%、「まあ効果がある」が 40.63%、「どちらとも
いえない」が 15.62％、「あまり効果がない」が 3.12% となっていた。
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